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中
世
東
国
文
書
の
言
語
研
究

―「
越
後
文
書
宝
翰
集
」、「
中
条
家
文
書
」
の
男
性
文
書
を
中
心
に
―

川　

野　

絵　

梨

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
世
越
後
地
方
に
伝
来
し
た
古
文
書
で
あ
る
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」（
以
下
「
宝
翰
集
」）、
山
形

大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
中
条
家
文
書
」
の
言
語
に
つ
い
て
、
特
に
男
性
文
書）

1
（

の
仮
名
遣
い
や
表
記
に
つ
い
て
言
語
記
述
を
行
い
、
分
析
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
は
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
主
に
中
世
の
越
後
地
方
で
活
躍
し
た
武
家
関
連
文
書
の
集
成
で
あ
る）

2
（

。

外
題
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
な
十
八
集
成
か
ら
成
る）

3
（

。
全
四
十
四
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
文
書
数
は
七
七
三
点
に
及
ぶ）

4
（

。

こ
の
内
、
三
浦
和
田
一
族
に
関
す
る
文
書
は
本
来
、
後
述
の
中
条
家
に
伝
来
し
た
も
の
だ
が
、
諸
種
の
契
機
に
よ
り
蒐
集
家
に
渡
り
、
現

蔵
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

巻
数 

点
数 

鎌
倉 

南
北
朝 

室
町 

戦
国 

江
戸

色
部
氏
文
書 

十
巻 

一
九
八
点 

十
七
点 
十
一
点 

三
点 

一
六
六
点 

無
し

三
浦
和
田
氏
文
書 

六
巻 

一
〇
五
点 

三
四
点 
六
三
点 

八
点 

無
し 

無
し

三
浦
和
田
中
条
氏
文
書 

一
巻 

十
二
点 

無
し 

無
し 

一
点 

十
一
点 

無
し



―2―

三
浦
和
田
黒
川
氏
文
書 

五
巻 

九
二
点 

二
点 

五
点 

三
三
点 

五
二
点 

無
し

三
浦
和
田
羽
黒
氏
文
書 

二
巻 

十
九
点 

九
点 

八
点 

一
点 

一
点 

無
し

築
地
氏
文
書 

三
巻 

四
六
点 

無
し 

無
し 

無
し 

四
六
点 

無
し

大
輪
寺
文
書 

一
巻 

十
四
点 

無
し 

七
点 

四
点 

三
点 

無
し

大
見
安
田
氏
文
書 

一
巻 

二
五
点 

七
点 

無
し 

一
点 

十
五
点 

二
点

大
見
水
原
氏
文
書 

一
巻 

二
二
点 

七
点 

一
点 

七
点 

七
点 

無
し

毛
利
安
田
氏
文
書 

四
巻 

五
一
点 

無
し 

六
点 

十
一
点 

三
二
点 

二
点

河
村
氏
文
書 
一
巻 

八
点 

五
点 

三
点 

無
し 

無
し 

無
し

上
野
氏
文
書 
一
巻 

二
九
点 

無
し 

無
し 

一
点 

二
〇
点 

無
し

斎
藤
氏
文
書 

二
巻 
十
四
点 

一
点 

二
点 

二
点 

八
点 

一
点

発
智
氏
文
書 

二
巻 
三
一
点 

無
し 

無
し 

無
し 

三
〇
点 

一
点

小
田
切
氏
文
書 

一
巻 

二
八
点 

無
し 

無
し 

無
し 

二
八
点 

無
し

段
銭
日
記 

一
巻 

三
点 
無
し 

無
し 

無
し 

三
点 

無
し

雜
文
書 

一
巻 

二
〇
点 
無
し 

無
し 

無
し 

十
七
点 

三
点

雜
集 

一
巻 

十
四
点 

無
し 

無
し 

無
し 

二
点 

無
し

こ
の
う
ち
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
男
性
の
仮
名
文
書
で
あ
り
、「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
に
お
い
て
そ
の
総
数
は
88
点
で
あ

る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
色
部
氏
文
書
か
ら
大
輪
寺
文
書
ま
で
の
男
性
文
書
76
点
を
分
析
対
象
と
し
た
。

「
中
条
家
文
書
」
は
米
沢
市
の
中
条
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
り
、
中
条
家
は
旧
米
沢
藩
士
、
も
と
越
後
国
蒲
原
郡
奥
山
庄
の
地
頭
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と
な
っ
た
三
浦
和
田
一
族
の
裔
で
あ
る
。
前
述
の
「
宝
翰
集
」
中
の
三
浦
和
田
一
族
の
文
書
な
ど
は
す
べ
て
同
家
に
伝
来
し
た
も
の
が
明

治
以
降
分
散
し
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る）

5
（

。
本
稿
で
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
中
条
町
役
場
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
も
含
め
て
「
中
条

家
文
書
」
と
し
て
い
る
。「
中
条
家
文
書
」
の
仮
名
文
書
の
総
数
は
55
点
で
そ
の
う
ち
男
性
文
書
は
44
点
あ
る
。

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
「
中
条
家
文
書
」
の
男
性
文
書
の
総
数
は

120
点
で
あ
る
。

地図 1　『越後文書宝翰集』伝来の拠点
（『重要文化財　越後文書宝翰集の世界』 
（新潟県立歴史博物館、2006年））
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本
文
書
群
が
伝
来
し
た
の
は
、
地
域
的
に

は
越
後
の
下
越
か
ら
中
越
を
本
拠
と
し
た
武

家
に
限
ら
れ
、
と
く
に
戦
国
期
に
「
奥
郡
」

と
か
「
揚あ

が
き
た北
」
と
呼
ば
れ
た
阿
賀
野
川
以
北

の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地）

6
（

図

1
に
示
す
よ
う
に
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
色

部
氏
が
本
拠
と
し
た
小
泉
庄
、
三
浦
和
田
一

族
が
本
拠
と
し
た
奥
山
庄
に
関
係
す
る
男
性

文
書
を
扱
う
。

色
部
氏
や
三
浦
和
田
氏
は
、
も
と
関
東
地

方
に
拠
点
を
置
く
豪
族
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉

幕
府
が
開
か
れ
た
後
、
こ
の
越
後
国
阿
賀
野

川
以
北
の
荘
園
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
地
に
移

り
住
ん
だ
の
で
あ
る
。
地
図
2
に
示
し
た
の

は
三
浦
和
田
氏
の
一
族
の
変
遷
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
越
後
国
に
荘
園
を
与
え
ら
れ
た

初
期
の
頃
は
、
ま
だ
関
東
の
方
に
拠
点
を
置

い
て
い
た
よ
う
で
、
南
北
朝
頃
か
ら
越
後
国

地図 2　三浦一族の北遷と西遷
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に
移
り
住
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
西
遷
し
た
平
子
氏
の
資
料
群
は
扱
わ
な
い
。

【
既
刊
の
翻
刻
資
料
】

分
析
は
現
地
調
査
、
な
ら
び
に
写
真
版
を
元
に
独
自
に
作
成
し
た
翻
字
に
よ
る
が
、
以
下
の
も
の
も
参
照
し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
使
用

し
た
画
像
は
次
か
ら
引
用
し
た
。

　
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」…
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

　

http://w
w

w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

　
「
中
条
家
文
書
」…
山
形
大
学
附
属
図
書
館
「
中
条
家
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」

　

http://w
w

w
2.lib.yam

agata-u.ac.jp/m
ainlib/rarebooks/nakajo/nakajo.php

1　

鈴
木
精
英
編
『
中
条
文
書

越
後
奥
山
庄
史
料
』 

一
九
四
〇
年

2　

佐
藤
進
一
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
（
文
書
篇
）」 

新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年

3　

井
上
鋭
夫
編
『
奥
山
庄
史
料
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
十 

新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年

4　

井
上
鋭
夫
編
『
色
部
史
料
集
』 

新
潟
史
学
会
、
一
九
六
八
年

5　
『
中
条
町
史　

資
料
編
第
一
巻　

考
古
・
古
代
・
中
世
』 

中
条
町
、
一
九
八
二
年

6　
『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』 

新
潟
県
、
一
九
八
三
年

7　

山
形
大
学
附
属
図
書
館
「
中
条
家
文
書
展
」
解
説
資
料
『
鎌
倉
か
ら
戦
国
へ
―
東
国
武
士
の
世
界
―
』 

一
九
九
二
年

8　

山
形
大
学
附
属
図
書
館
「
中
条
家
文
書
展
」
解
説
資
料
『
サ
イ
ン
と
ハ
ン
コ
の
原
形
―
花
押
と
印
章
の
世
界
―
』 

一
九
九
三
年

9　
『
特
別
展　

鎌
倉
御
家
人　

平
子
氏
の
西
遷
・
北
遷
』 

横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
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10　
『
新
横
須
賀
市
史　

資
料
編
古
代
・
中
世
Ⅰ
』 

横
須
賀
市
、
二
〇
〇
四
年

11　
『
新
横
須
賀
市
史　

資
料
編
古
代
・
中
世
Ⅱ
』 

横
須
賀
市　

二
〇
〇
七
年

12　

矢
田
俊
文
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集　

古
文
書
学
入
門
』 

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年

13　

山
形
大
学
附
属
図
書
館
「
中
条
家
文
書
の
世
界
」
展
『「
中
条
家
文
書
の
世
界
」
展
解
説
』 

二
〇
〇
八
年

先
行
研
究

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
や
「
中
条
家
文
書
」
を
扱
っ
た
研
究
は
歴
史
学
の
分
野
で
行
わ
れ
て
お
り
、
言
語
的
な
研
究
は
、
管
見
の
限
り

迫
野
虔
徳
氏
の
「
古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻）

7
（

」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
群
の
言
語
に
つ
い
て
の
研
究
は

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
迫
野
氏
の
論
文
で
は
「
宝
翰
集
」
や
「
中
条
家
文
書
」
の
一
部
を
研
究
資
料
と
し
て
用
い
て
お

り
、
全
点
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
「
中
条
家
文
書
」
の
仮
名
文
書
の
全
点
調
査
を
行
い
、

そ
の
言
語
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

古
文
書
に
見
ら
れ
る
言
語
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
福
田
良
輔
氏
の
論
考）

8
（

が
あ
り
、
古
文
書
に
つ
い
て
「
貴
族
政
権
時
代
に
は
、
文
字
言

語
を
持
た
な
か
っ
た
中
央
幕
府
の
支
配
階
級
の
武
士
の
こヽ

ヽ

ヽ

と
ば
を
始
め
、
各
地
方
の
土
着
の
支
配
者
や
そ
の
周
囲
の
地
方
の
人
び
と
の

こヽ
ヽ

ヽ

と
ば
が
漢
字
交
じ
り
で
書
か
れ
た
の
で
、
方
言
さ
え
も
書
き
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
古
文
書
に
は
貴
族
政
権
下

で
は
底
辺
に
い
た
庶
民
階
級
の
口
頭
語
が
見
ら
れ
、
方
言
区
画
の
成
立
過
程
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
文
書
群
の
よ
う
な
中
世
の
越
後
地
方
文
書
の
言
語
が
、
現
在
の
越
後
地
方
（
下
越
）
の
言
語
事
象
と
比
較
し
た
際
に

ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
文
書
群
は
、
東
国
在
住
者

の
書
写
し
た
中
世
東
国
語
の
実
態
が
い
か
な
る
も
の
か
を
解
明
で
き
る
貴
重
な
東
国
文
書
の
一
つ
で
も
あ
る
。
越
後
以
外
の
東
国
文
書
と
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合
わ
せ
て
、
東
国
語
、
東
国
文
書
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
　
表
記

一
―
一
　
促
音
表
記

中
世
の
促
音
表
記
は
次
の
（
1
）〜（
3
）
の
三
種
類
が
あ
り
、（
1
）↓（
2
）↓（
3
）
と
い
う
変
遷
を
た
ど
り
、（
3
）
の

表
記
が
最
も
新
し
い
表
記
と
さ
れ
る）

9
（

。

（
1
）
無
表
記
（
例
：
よ
て
）　
（
2
）

表
記
（
例
：
よ
ん
て
）　
（
3
）

表
記
（
例
：
よ
つ
て
）

（
1
）
無
表
記

促
音
の
無
表
記
の
例
は
、「
よ
て
（
仍
）」「
あ
て
（
有
）」「
も
て
（
以
）」「
か
き
て
（
限
）」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
た
。
用
例
は
一
二
八

五
年
以
降
、
一
四
〇
〇
年
代
ま
で
と
広
く
見
ら
れ
る
。

さ
（
妨
）
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
よ（
仍
）て
の（
後
）ち
の
た
め
に
し（
状
）や
う
く（
件
）た
ん
の
こ
と
し 

（
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
十
三
日　

色
部
長
信
譲
状
）

若
し
せ
ん
に
不
得
心
の
と
も
か
ら
あ
て
（
有
） 

（
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
六
月
十
二
日　

和
田
茂
連
譲
状
案
）

御
さ
た
あ
る
へ
く
候
よ
て
ゆ
つ
り
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し 

（
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

お
ん
ひ
ん
の
子
に
た
ふ
へ
き
な
り
よ
て
為
後
日

〻

〻
□お

き□
ふ
ミ
の
状
如
件 

（
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
廿
□七　

和
田
茂
実
請
取
状
）

一
筆
同
日
の
状
お
も
て
（
以
）
か
き
あ
た
う
る
う
ゑ
ハ 

（
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
六
月
十
日　

中
条
道
秀
茂
継

譲
状
）
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し
や
う
の
し
ひ
ち
を
も
て
（
以
） 

（
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
五
月
十
四
日　

沙
弥
某
等
二
名
連
署
状
）

永
代
を
か
き
て
（
限
）
ち
や
く
子
王
一
丸
に
ゆ
つ
り
わ
た
す
処
也 

（
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
十
月
三
日　

中
条
政
資
譲
状
）

愚
僧
自
筆
か
な
い
か
た
き
に
よ
て
他
筆
か
る 

（
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
八
月
十
九
日　

大
輪
寺
契
端
寄
進
状
）

（
2
）

表
記

促
音
の

表
記
は
、「
う
ん
た
へ
（
訴
）」「
き
ん
た
（
切
田
）」「
も
ん
て
（
以
）」「
よ
ん
て
（
仍
）」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
た
。「
よ
ん

て
（
仍
）」
が
最
も
多
く
見
ら
れ
、
用
例
は
一
二
六
四
年
以
降
、
一
三
〇
〇
年
代
に
か
け
て
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

む
ら
ま
つ
の
ミ
や
の
ミ
な
ミ
の
高
松
を
か
き
る
へ
し
よ
ん
て
ゆ
つ
る
と
こ
ろ
し
ち
な
り

 

（
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
三
月
十
一
日　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
）

な
か
ハ
し
の
さ
う
入
道
を
も
ん
て 

（
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
）

よ
ん
て
ゆ
つ　
（
り
し
）

　

や
・（
う
）
く
た
ん
の
こ
と
し 

（
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
）

よ
ん
て
こ
に
ち
の
た
め
に
ゆ
つ
り
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し 

（
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
八
月
十
五
日　

河
村
政
秀
譲
状
案
）

 

し（
親
父
）
ん
ふ
よ
し
か
の
う
ん
た
ゑ
申
て
し（
死
去
）
き
よ
了 

 

（
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
十
六
日　

黒
川
茂
実
置
文
案
）
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わ
よ
の
き
を
も
ん
て 

 

（
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
十
六
日　

黒
川
茂
実
置
文
案
）

又
時
さ
ね
か
は
は
に
き
ん
た
し
お
た
に
こ
れ
も
一
こ
の
の
ち
ハ 

（
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
六
月
十
三
日　
　

和
田
応
寸
茂
実
譲
状
）

の
こ
る
と
こ
ろ
な
く
ゑ
い
た
い
に
ゆ
つ
り
あ
る
に
よ
ん
て 

（
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
六
月
三
日　

尼
聖
ゑ
き
譲
状
）

こ
の
む
ね
を
も
ん
て
御
心
あ
る
へ
く
候 

 

（
永
和
（
一
三
七
五
〜
一
三
七
九
）
五
月
十
日　

石
川
道
景
寄
進
状
）

（
3
）

表
記

促
音
の
「

」
表
記
は
、「
も
つ
て
（
以
）」「
よ
つ
て
（
仍
）」「
か
き
つ
て
（
限
）」「
あ
つ
て
（
有
）」「
き
つ
と
（
急
度
）」
と

い
う
語
が
見
ら
れ
た
。
用
例
は
一
二
九
二
年
が
あ
っ
て
、
多
く
は
一
三
〇
〇
年
の
中
頃
か
ら
で
あ
る
。

此
な
の
り
を
も
つ
て
く
ワ
し
く
た
つ
ね
候
て 

 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
カ
七
月
十
八
日　

和
与
状
勘
文
）

ち
き
や
う
す
へ
し
よ
つ
て
為
後
ゆ
つ
り
状
如
件 

 

（
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
八
月
廿
五
日　

中
条
茂
資
譲
状
）

御
心
さ
し
あ
る
に
よ
つ
て
ゑ
い
た
い
き
し
ん
申
し
よ
り
や
う
の
事 

（
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
七
月
廿
六
日　

羽
黒
景
茂
寄
進
状
）

永
代
を
か
き
つ
て
ち
や
く
子
牛
次
郎
丸
に
譲
渡
処
也 

 

（
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
三
月
廿
一
日　

中
条
寒
資
譲
状
）

な
け
き
申
さ
れ
に
よ
つ
て
御
遵
行
候
間 

 

（
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
三
月
廿
日　

千
坂
信
高
書
状
）
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へ
つ
し（
書
脱
カ
）
て
を
も
つ
て
申
候 

 

（
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
七
日　

上
杉
謙
信
輝
虎
書
状
）

時
宜
あ
つ
て
御
の
ほ
り
候
へ
共 

 

（
年
不
詳
十
月
十
八
日　

五
十
公
野
輔
親
書
状
）

た
ゝ
し
某
之
こ
ん
き
う
よ
の
つ
ね
な
ら
す
候
間
き
つ
と
と
ゝ
の
い
か
た
く
候　

 

（
年
不
詳
十
月
十
八
日　

五
十
公
野
輔
親
書
状
）

以
上
、
男
性
文
書
に
お
け
る
1
〜
3
の
促
音
表
記
の
出
現
年
代
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
無
表
記 

一
二
八
五
年 

〜
一
四
〇
〇
年
代

（
2
）

表
記 
一
二
六
四
年 

〜
一
三
〇
〇
年
代

（
3
）

表
記 

（
一
二
九
二）

10
（

）
一
三
五
五
年
〜
一
五
〇
〇
年
代

こ
れ
に
よ
る
と
、
若
干

表
記
の
方
が
早
い
が
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
無
表
記
と

表
記
が
見
ら
れ
た
後
、
一
三
〇
〇
年
代
後

半
に
な
る
と

表
記
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
女
性
文
書
で
の
促
音
表
記
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
無
表
記
や

表
記
で
の
例
は
見
ら
れ
た
が
、
南
北
朝
後
期
や
室
町
期
の
用

例
で
あ
っ
て
も
、

表
記
は
見
ら
れ
な
か
っ
た）

11
（

。
男
女
間
で
、
促
音
表
記
の
変
遷
速
度
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
性
文
書

無
表
記

き
よ
ね
ん
七
月
四
日
た（

他
界
）
か
い
お
は
り
ぬ
よ
て
又
四
郎
か
た（
帯
）い
す
る
所
の
ゆ
つ
り
状 

（
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
八
月
九
日　

尼
妙
智
譲
状
）
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表
記

聖
ゑ
き
か
あ
と
に
け
ま
う
ま
ん
た
く
あ
る
ま
し
く
候 

（
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
六
月
三
日　

尼
聖
ゑ
き
譲
状
）

わ
れ
〳
〵
も
ま
ん
た
く
こ
の
す
へ
人
な
に
事
申
候
と
も 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
十
八
日　

黒
川
宮
福
丸
母
起
請
文
）

促
音
表
記
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
本
文
書
群
と
中
央
文
献
を
比
較
し
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
論
じ
て

い
き
た
い
。

一
―
二
　
音
韻
の
交
替
表
記

音
韻
の
表
記
は
、
i
と
e
、
ウ
・
オ
段
開
拗
音
、
m
音
と
b
音
の
交
替
表
記
が
漢
語
・
和
語
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
現
在
の
新
潟
県
下
越
地
方
方
言
に
も
見
ら
れ
る
事
象
で
、
そ
れ
ら
が
鎌
倉
後
期
頃
ま
で
遡
る
と
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
用
例

の
○
は
迫
野
虔
徳
氏
指
摘
、
川
野
確
認
の
用
例
。

i
と
e
の
交
替
表
記

地
図
3
の
新
潟
県
方
言
分
布
図）

12
（

を
見
て
み
る
と
、
下
越
地
方
も
﹇‘eki

﹈（
息
）
の
よ
う
に
i
と
e
の
区
別
の
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
中
世
下
越
地
方
の
本
文
書
群
で
も
i
と
e
の
交
替
表
記
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

i　

↓　

e

○
き
や
う
こ
う
あ
（
相
違
）

い
た
か
ゑ
に
そ
せ
う
を
申
候
ハ
ヽ 

（
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
十
六
日　

黒
川
茂
実
置
文
案
）

○
一
ふ
く
に
ゑ（
永
代
）
い
た
へ
ゆ
う
つ
り
わ
た
す
な
り
（
漢
語
） 

（
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
八
月
十
六
日　

和
田
時
明
譲
状
）

○
そ
の
き
ハ
く
（
悔
）
へ
か
へ
し
て
何
の
子
ニ
も
可
出
候 
（
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
一
月
廿
四
日　

黒
川
氏
実
置
文
）
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e　

↓　

i

○
か
ハ
を
こ
（
越
）
い
て 

 

 
（
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
）

し（
次
男
）
な
ん
す
け
ん
か
な
ニ
ゆ
つ
り
て
候
と
い
（
云
）
ひ
と
も 

（
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）〜
建
長
六
年
（
一
二
五
四
） 

カ　

色
部
為
長
置
文
写
）

○
は
る
か
あ
な
た
よ
り
さ（
境
）か
へ
ハ
た
ち
て
候 

 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
七
月
十
八
日
？
和
与
状
勘
文
）

一
せ
ん
も
二
せ
ん
も
こ（
拵
）し
ら
い
候
て 

 

 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
カ
十
一
月
十
二
日　

中
条
朝
資
書
状
）

ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記

ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
標
準
表
記
と
は
異
な
る
表
記
の
仕

方
が
本
文
書
群
で
は
見
ら
れ
る
。
現
代
の
下
越
地
方
で

kjoori

（
き
ゅ
う
り
）、sjozin

（
主
人
）
な
ど
の
よ
う
に

地図 3　新潟県方言分布図
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こ
の
系
列
の
モ
ー
ラ
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
象
が
、
中
世
末
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る）

13
（

。

-yô
↓
-yû

ゆ
つ
り
わ
た
す
し
ゆ
う
り（
所
領
）
や
う
の
事
（
漢
語
） 

（
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
八
月
十
六
日　

和
田
時
明
譲
状
）

去
八
日
に
御
り
（
料
人
）

う
に
ん
さ
ま
伊
達
へ
御
く
た
り
の
御
や（
宿
）と
雑
事
の
こ
と
申
下
候
（
漢
語
）

 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
カ
十
一
月
十
二
日　

中
条
朝
資
書
状
）

○
身
か
申
候
と
て
り（
聊
爾
）う
し
に
仰
ら
れ
へ
き
事
（
漢
語
） 

（
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日　

本
庄
房
長
書
状
）

○
ふ
う
ふ
か
た
へ
一
し
（
緒
）
ゆ
ニ
申
候
（
漢
語
） 

（
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
七
日　

上
杉
謙
信
輝
虎
書
状
）

-yû
↓
-yô

○
御
け（
糺
明
）う
め
ひ
も
候
へ
く
候
や
（
漢
語
） 

（
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日　

本
庄
房
長
書
状
）

m
音
と
b
音
の
交
替
表
記

地
図
4
の
よ
う
に
「
け
む
り
（
煙
）」
が
「
け
ぶ
り
」
と
な
っ
て
い
る
例
が
現
代
の
下
越
地
方
で
見
ら
れ
る
が）

14
（

、
本
文
書
群
で
は
次
の

よ
う
な
「
つ
む
ら
」
が
「
つ
ふ
ら
」
と
表
記
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。「
け
む
り
」
と
「
け
ぶ
り
」
の
よ
う
な
m
音
と
b
音
の
交
替
表
記

の
可
能
性
が
あ
る
例
と
し
て
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。

つ
ふ
ら
田 

（
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
四
月
廿
日　

小
泉
庄
加
納
方
下
地
中
分
状
案）

15
（

）

つ
ふ
ら
や
し
き 

（
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
八
月
廿
五
日　

中
条
茂
資
譲
状
）
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地図 4　『日本言語地図』第 6集第 265図「けむり」
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一
―
三
　
音
便
の
表
記

音
便
は
非
ウ
音
便
表
記
が
多
く
、
ウ
音
便
表
記
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
地
図
5
の
よ
う
な
現
代
の
新
潟
県
下
越
地
方
の
ウ
音
便

優
勢
傾
向）

16
（

と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

ウ
音
便　

動
詞　

さ
わ
を
さ
（
境
）
か
ふ
て
弟
ハ
ひ
か
し
を
し
る
へ
し 

（
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
九
月
廿
日　

河
村
秀
継
譲
状
）

非
ウ
音
便　

形
容
詞

此
腹
ニ
子
あ
ま
た
あ
り
く
ハ
し
く
ハ
別
紙
に
あ
り 

（
年
月
日
不
詳　

某
覚
書
）

こ
の
他
に
、
い
た
わ
し
く
（
労
）・
お
さ
な
く

（
幼
）・
お
な
し
く
（
同
）・
か
た
く
（
固
）・
か
た

し
け
な
く
（
忝
）
く
ち
お
し
く
（
口
惜
）・
事
あ

し
く
（
悪
）・
こ
こ
ろ
や
す
く
（
心
安
）・
こ
こ
ろ

も
と
な
く
（
心
許
無
）・
な
か
く
（
長
）・
め
て
た

く
（
目
出
度
）・
ゆ
か
し
く
（
床
）・
よ
ろ
し
く

（
良
）
等
が
見
ら
れ
た
。

地図 5　 『方言文法全国地図』第 3集第 138図
「高くて」
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一
―
四
　
助
詞
「
へ
」
の
表
記

助
詞
「
へ
」
を
ワ
行
の
「
ゑ
」
と
表
記
し
た
例
が
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

そ
う
し
て
ミ
ろ
く
た
う
ゑ
き
し
ん
申
た
る
ふ
ん 

（
永
和
（
一
三
七
五
〜
一
三
七
九
）
五
月
十
日　

石
川
道
景
寄
進
状
）

御
た
つ
ち
う
ゑ
／
ゑ
い
た
い
を
か
き
り
て
き
し
ん
申 

（
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
七
月
廿
六
日　

羽
黒
景
茂
寄
進
状
）

か
ミ
ゑ
申
候
て 

（
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
七
月
廿
六
日　

羽
黒
景
茂
寄
進
状
）

本
文
書
に
お
い
て
大
半
の
表
記
は
正
し
い
ハ
行
の
「
へ
」
で
あ
る
が
、
規
範
か
ら
外
れ
る
表
記
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
―
五
　
助
詞
「
を
」
の
表
記

助
詞
「
を
」
を
ア
行
の
「
お
」
と
表
記
し
た
例
が
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
大
半
の
表
記
は
正
し
い
「
を
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二

〇
例
は
表
記
規
範
を
外
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
表
記
規
範
か
ら
外
れ
る
表
記
も
古
文
書
に
は
見
ら
れ
る
。

て（
手
継
）
つ
き
の
せ
（
証
文
）

う
も
ん
お
あ（
相
具
）
い
く
し
て 

（
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
四
月
廿
八
日　

色
部
公
長
譲
状
）

い
ら
ん
さ
ま
た
け
お
い
た
さ
ん
ま
さ
ひ
て
か
し
そ
ん
に 

（
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
八
月
十
五
日　

河
村
政
秀
譲
状
案
）

政
秀
か
あ
と
お
な
か
く
ち
き
や
う
す
へ
か
ら
す 

（
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
八
月
十
五
日　

河
村
政
秀
譲
状
案
）

し
や
て
い
弥
三
郎
お
や（
養
子
）
う
し
と
し
て 

（
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
六
月
十
日　

中
条
道
秀
茂
継
譲
状
）

一
筆
同
日
の
状
お
も
て
か
き
あ
た
う
る
う
ゑ
ハ 

（
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
六
月
十
日　

中
条
道
秀
茂
継
譲
状
）

又
く

（
黒
川
兵
衛
）

ろ
か
ハ
ひ
や
う
へ
大
郎
い
や
し
き
お
そ
へ
て 

（
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
二
月
十
日　

和
田
時
実
自
筆
同
日
一
筆
譲
状
）

こ
と
さ
ら
か
た
く
さ
（
罪
科
）

い
く
わ
お
す
へ
し 

（
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
二
月
九
日　

中
条
寒
資
置
文
）

此
き
し
ん
に
慈
悲
お
た
ま
へ 
（
永
享
八
年　
（
一
四
三
六
）
八
月
十
九
日　

大
輪
寺
契
端
寄
進
状
）
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さ
や
う
の
人
々
お
も
御
存
ち
候
ハ
す
候 

（
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
八
月
十
二
日　

輔
澄
書
状
）

弥
七
郎
治
実
・
智
覚
房
自
筆
お
為
以
後
取
置
候 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
十
六
日　

黒
川
応
田
氏実

置
文
）

剰
新
屋
お
立
さ
せ
ら
れ
候 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
極
月
廿
日　

黒
田
応
田
氏
実
書
状
）

私
領
地
へ
御
手
お
可
被
入
御
覚
悟 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
極
月
廿
日　

黒
田
応
田
氏
実
書
状
）

御
芳
志
お
奉
憑
外
無
他
候 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
極
月
廿
日　

黒
田
応
田
氏
実
書
状
）

さ
て
ハ
お
う
せ
な
く
候
事
お
申
と
そ
ん
し
候
て 

（
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
カ
九
月
十
五
日　

某
書
状
）

御
ち
き
や
う
な
く
候
と
こ
ろ
お
か
や
う
に
洩
承
候
ハ 

（
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
カ
九
月
十
五
日　

某
書
状
）

御
ひ
ん
ニ
人
お
遣
申
へ
く
候 

（
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
カ
九
月
十
五
日　

某
書
状
）

一
―
六
　
い
ふ
（
言
）
の
表
記

「
い
ふ
（
言
）」
を
「
ゆ
う
」
と
表
記
し
た
例
が
本
文
書
群
に
見
ら
れ
た
。

さ
た
め
て
ふ（

古
反
故
）

る
ほ
く
の
な
か
ニ
い
つ
こ
ろ
ゑ
つ
を
つ
く
る
と
ゆ
う
事
候
哉 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
カ
七
月
十
八
日　

和
与
状
勘
文
）

こ
の
し
や
う
よ
り
ほ
か
ハ
ゆ
つ
り
し
や
う
と
ゆ
う
と
も
も
ち
い
へ
か
ら
す 

（
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
六
月
十
三
日　

和
田
応
寸
茂
実
譲
状
）

小
林
博
士
は
片
仮
名
文
に
お
い
て
同
様
に
「
ユ
ウ
」
と
表
記
さ
れ
た
例
に
つ
い
て
次
の
も
の
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
少
な

く
と
も
南
北
朝
期
に
は
「
い
ふ
（
言
）」
の
イ
を
ユ
と
す
る
発
音
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
し
て
い
る）

17
（

。

法-

言
ト
ユ
フ
は

謂
二
礼
法
之
言コ
ト

一
ヲ
イ
フ 

（
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
御
注
孝
経
）

コ
レ
ヲ
本
ケ
ン
ト
モ
チ
イ
ラ
ル
ヘ
ク
候
、
ナ
ム
ト
キ
タ
リ
ト
ユ
ウ
ト
モ
、
モ
ト
メ
タ
シ
候
ワ
ン

 

（
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
高
野
山
文
書
之
三
、
読
宝
簡
集
六
十
六
、
中
村
シ
ム
キ
ヤ
ウ
紛
失
状
）
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聚
て

二
其
の

要
言
を

一
以
て

為
す

二
近
き

―
誠
一
メ
と

云ユ

こ
と

爾 

（
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
斯
道
文
庫
蔵
帝
範
）

ま
た
、
室
町
時
代
の
世
阿
弥
の
自
筆
能
本）

18
（

に
も
「
い
ふ
（
言
）」
を
「
い
う
」、「
ゆ
う
」
と
表
記
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

ム
カ
シ
ノ
ア
リ
サ
マ　

ミ
エ
申
サ
ン
ト　

○　
　

ユ
ウ
カ
ト
ミ
レ
ハ 

（
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）『
松
浦
之
能
』）

ア
ラ
フ
シ
キ
ヤ
コ
二
郎
ト
ユ
ウ
ワ　

ト
ノ
ハ
シ
御
ク
タ
リ
ア
ル
カ 

（
応
永
末
年
頃
筆
か
『
柏
崎
』）

本
文
書
群
で
の
用
例
を
通
し
て
片
仮
名
文
だ
け
で
は
な
く
、
平
仮
名
の
文
献
に
お
い
て
も
同
時
期
に
「
ゆ
う
」
と
表
記
さ
れ
た
例
が
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

二
　
語
彙

漢
語

こ
こ
で
は
、
男
性
文
書
に
見
ら
れ
る
漢
語
の
例
と
し
て
高
井
道
円
と
本
庄
房
長
の
二
人
を
取
り
上
げ
る
。
高
井
道
円
は
次
に
示
す
よ
う

に
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
と
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
譲
状
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
人
物
で
あ
る
。
一
方
、
本
庄
房
長
は
天

文
四
年
（
一
五
三
五
）
の
書
状
が
多
く
あ
り
、
戦
国
時
代
中
期
頃
の
人
物
で
あ
る
。
二
人
の
間
に
は
約
二
七
〇
年
の
差
が
あ
る
た
め
、
使

用
さ
れ
る
漢
語
数
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
漢
語
サ
変
動
詞
や
和
語
と
の
混
種
語
、
接
頭
語
「
御
―
」
が
つ
い
た
も
の
も
漢
語
と
み
な
し
、
漢
語
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。

（　

）
内
に
私
に
宛
漢
字
を
示
し
た
が
、
再
考
を
要
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

高
井
道
円　
　

漢
語
の
採
録
に
当
た
り
、
使
用
し
た
文
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
三
月
十
一
日　
　
　

高
井
道
円
時
茂
譲
状

2
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　
　
　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
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3
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　
　
　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
案

4
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
十（
マ
マ
）五
日　
　

高
井
道
円
時
茂
譲
状
案

5
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　
　
　

高
井
道
円
時
茂
譲
状

仮
名
書
き
漢
語　

 

い
ち
こ
（
一
期
）・
ち
き
や
う
す
（
知
行
）・
御
く
う
し
（
公
事
）・
ふ
ん
（
分
）・
し
ち
（
実
）・
し
よ
う
も
ん
（
証

文
）・
し
や
う
（
状
）・
そ
り
や
う
（
所
領
）・
へ
つ
す
（
別
）・
そ
う
り
や
う
（
惣
領
）・
は
い
ふ
ん
（
配
分
）・
さ
た

（
沙
汰
）・
は
ん
ふ
ん
（
半
分
）・
さ
い
け
（
在
家
）・
し
ん
ほ
（
新
保
カ
）・
ゐ
ら
ん
（
違
乱
）・
を
ん
ひ
ん
（
穏
便

カ
）・
そ
せ
う
（
訴
訟
）・
ゆ
つ
り
し
や
う
（
譲
状
）

漢
字
書
き
漢
語　

 

弘
長
・
四
年
・
三
月
・
分
・
建
治
・
三
年
・
十
一
月
・
所
領
・
奥
山
庄
・
十
五
日
・
半
分
・
入
道
・
三
人

漢
字
仮
名
交
じ
り
漢
語　

中
す
ん
（
寸
カ
）・
中
あ
う
（
央
カ
）・
三
ふ
ん
一
（
三
分
一
）・
ゆ
つ
り
状

一
字
漢
語
　 

ふ
ん
（
分
）・
し
ち
（
実
）・
し
や
う
（
状
）・
へ
つ
す
（
別
）・
ゆ
つ
り
し
や
う
（
譲
状
） 

奥
山
庄
・
ゆ
つ
り
状

二
字
漢
語
　 

い
ち
こ
（
一
期
）・
ち
き
や
う
す
（
知
行
）・
御
く
う
し
（
公
事
）・
し
よ
う
も
ん
（
証
文
）・
そ
り
や
う
（
所
領
）・
そ
う

り
や
う
（
惣
領
）・
は
い
ふ
ん
（
配
分
）・
さ
た
（
沙
汰
）・
は
ん
ふ
ん
（
半
分
）・
さ
い
け
（
在
家
）・
し
ん
ほ
（
新
保

カ
）・
ゐ
ら
ん
（
違
乱
）・
を
ん
ひ
ん
（
穏
便
カ
）・
そ
せ
う
（
訴
訟
）

　
　
　
　
　

弘
長
・
四
年
・
三
月
・
建
治
・
三
年
・
所
領
・
半
分
・
入
道
・
三
人
・
中
す
ん
（
寸
カ
）・
中
あ
う
（
央
カ
）

三
字
漢
語　

十
一
月
・
十
五
日
・
三
ふ
ん
一
（
三
分
一
）

譲
状
に
見
ら
れ
る
漢
語
な
の
で
、「
ち
き
や
う
（
知
行
）」
や
「
そ
り
や
う
（
所
領
）」
と
い
っ
た
土
地
の
管
理
や
譲
渡
に
関
す
る
語
が

目
立
つ
。
そ
れ
ら
は
、
仮
名
書
き
漢
語
が
ほ
と
ん
ど
で
、
漢
字
で
書
か
れ
た
漢
語
は
元
号
や
年
月
日
と
い
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
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本
庄
房
長　
　

漢
語
の
採
録
に
当
た
り
、
使
用
し
た
文
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
三
日 

本
庄
房
長
書
状

2
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
八
日 

本
庄
房
長
書
状

3
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
九
日 

本
庄
房
長
書
状

4
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
一
日 

本
庄
房
長
書
状

5
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日 

本
庄
房
長
書
状

6
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日 

本
庄
房
長
書
状

7
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
卯
月
三
日 

本
庄
房
長
書
状

8
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
四
日 

本
庄
房
長
書
状

9
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
六
日 

本
庄
房
長
書
状

10
．
年
月
日
不
詳 
本
庄
房
長
書
状

11
．
年
月
日
不
詳 
本
庄
房
長
書
状

仮
名
書
き
漢
語　

 

い
け
ん
（
意
見
カ
）・
か
ん
よ
ふ
（
簡
要
）・
こ
ん
と
（
今
度
）・
せ
う
し
（
笑
止
カ
）・
さ
う
い
（
相
違
）・
せ
う
も

ん
（
証
文
）・
あ
ん
（
案
）・
し
さ
ひ
（
子
細
）・
ち
き
（
直
カ
）・
や
う
た
ひ
（
様
態
カ
）・
御
れ
い
（
礼
）・
ふ
さ
た

（
無
沙
汰
）・
か
い
き
（
咳
気
）・
さ
ん
〳
〵
（
散
散
）・
さ
う
や
く
（
草
薬
）・
い
か
て
い
（
如
何
体
）・
め
ひ
わ
く

（
迷
惑
）・
ほ
ん
い
（
本
意
）・
し
や
く
は
い
（
若
輩
カ
）・
ほ
ん
ま
ふ
（
本
望
カ
）・
や
う
し
や
う
（
養
生
カ
）・
き
や

う
こ
う
（
向
後
）・
む
よ
ふ
（
無
用
）・
り
う
し
（
聊
爾
）・
け
つ
く
（
結
句
）・
め
ん
〳
〵
（
面
面
）・
ふ
し
き
（
不

思
議
）・
け
ん
き
や
う
（
現
形
カ
）・
せ
ひ
（
是
非
）・
せ
い
は
ひ
（
成
敗
）・
め
い
は
く
（
明
白
）・
し
や
う
け
ん
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（
証
言
カ
）・
せ
う
せ
き
（
蹤
跡
カ
）・
な
に
へ
ん
（
何
篇
）・
す
か
い
た
う
（
須
貝
党
）・
ひ
つ
ち
や
う
（
必
定
）・
し

や
う
か
い
す
、
し
や
う
か
ひ
す
（
生
涯
カ
）・
せ
つ
し
よ
（
切
所
）・
し
せ
ん
（
自
然
）・
せ
け
ん
（
世
間
）・
く
か
い

（
公
界
カ
）・
ふ
う
ん
（
不
運
）・
せ
ん
あ
く
（
善
悪
）・
さ
ふ
〳
〵
（
早
早
）

漢
字
書
き
漢
語　

 

儀
・
自
然
・
雑
意
・
等
・
意
見
・
近
日
・
分
・
御
家
風
・
同
心
・
迷
惑
・
各
・
満
足
・
返
答
・
条
・
落
着
す
・
巨

細
・
口
上
・
恐
々
謹
言
・
三
月
・
廿
三
日
・
勢
州
・
返
事
・
便
宜
・
越
州
・
御
返
事
・
護
摩
堂
・
時
分
・
諸
事
・

義
・
無
事
・
已
後
・
早
々
・
廿
八
日
・
廿
九
日
・
御
祝
儀
・
御
同
意
・
御
家
風
中
・
今
夜
・
御
用
・
四
月
・
御
見

参
・
令
啓
・
一
段
・
少
々
・
御
内
意
・
今
度
・
御
無
用
・
御
礼
・
三
人
・
本
望
・
謀
心
・
時
宜
・
御
談
合
・
御
余

儀
・
両
通
・
一
紙
・
地
・
同
道
・
御
同
心
・
進
退
・
内
儀
・
万
一
・
御
判
・
先
度
・
簡
要

漢
字
仮
名
交
じ
り
漢
語　

 

大
か
い
（
大
概
カ
）・
か
い
分
（
外
分
カ
）・
り
や
く
義
（
略
儀
カ
）・
大
せ
つ
（
大
切
カ
）・
一
か
う
（
一

向
）・
人
し
ゆ
（
人
衆
）・
御
ら
ん
す
（
御
覧
）・
御
か
ん
に
ん
（
堪
忍
）・
御
け
ふ
う
（
家
風
）・
御
し
ん
る

い
（
親
類
）・
御
け
ん
さ
ん
（
見
参
）・
御
き
や
く
し
ん
（
隔
心
カ
）・
御
ほ
う
こ
う
（
奉
公
）・
御
し
あ
ん

（
思
案
）・
御
た
ん
か
う
（
談
合
）・
御
け
う
め
ひ
（
糾
明
）・
御
ゆ
た
ん
（
油
断
）・
御
ふ
ん
へ
つ
（
分
別
）・

御
は
う
し
（
芳
志
）・
御
は
ん
（
判
）

一
字
漢
語　

 

あ
ん
（
案
）・
ち
き
（
直
カ
）・
御
れ
い
（
礼
）・
い
か
て
い
（
如
何
体
）・
な
に
へ
ん
（
何
篇
）・
す
か
い
た
う
（
須
貝
党
）

　
　
　
　
　

儀
・
等
・
分
・
各
・
条
・
義
・
地
・
御
礼

二
字
漢
語　

 

い
け
ん
（
意
見
カ
）・
か
ん
よ
ふ
（
簡
要
）・
こ
ん
と
（
今
度
）・
せ
う
し
（
笑
止
カ
）・
さ
う
い
（
相
違
）・
せ
う
も
ん

（
証
文
）・
し
さ
ひ
（
子
細
）・
や
う
た
ひ
（
様
態
カ
）・
ふ
さ
た
（
無
沙
汰
）・
か
い
き
（
咳
気
）・
さ
ん
〳
〵
（
散
散
）・

さ
う
や
く
（
草
薬
）・
め
ひ
わ
く
（
迷
惑
）・
ほ
ん
い
（
本
意
）・
し
や
く
は
い
（
若
輩
カ
）・
ほ
ん
ま
ふ
（
本
望
カ
）・
や
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う
し
や
う
（
養
生
カ
）・
き
や
う
こ
う
（
向
後
）・
む
よ
ふ
（
無
用
）・
り
う
し
（
聊
爾
）・
け
つ
く
（
結
句
）・
め
ん
〳
〵

（
面
面
）・
け
ん
き
や
う
（
現
形
カ
）・
せ
ひ
（
是
非
）・
せ
い
は
ひ
（
成
敗
）・
め
い
は
く
（
明
白
）・
し
や
う
け
ん
（
証
言

カ
）・
せ
う
せ
き
（
蹤
跡
カ
）・
ひ
つ
ち
や
う
（
必
定
）・
し
や
う
か
い
す
、
し
や
う
か
ひ
す
（
生
涯
カ
）・
せ
つ
し
よ
（
切

所
）・
し
せ
ん
（
自
然
）・
せ
け
ん
（
世
間
）・
く
か
い
（
公
界
カ
）・
ふ
う
ん
（
不
運
）・
せ
ん
あ
く
（
善
悪
）・
さ
ふ
〳
〵

（
早
早
）・
御
は
ん
（
判
）

　
　
　
　
　

 

御
判
・
自
然
・
雑
意
・
意
見
・
近
日
・
同
心
・
迷
惑
・
満
足
・
返
答
・
落
着
す
・
巨
細
・
口
上
・
三
月
・
廿
三
日
・
勢

州
・
返
事
・
便
宜
・
越
州
・
時
分
・
諸
事
・
無
事
・
已
後
・
早
々
・
今
夜
・
御
用
・
四
月
・
令
啓
・
一
段
・
少
々
・
今

度
・
三
人
・
本
望
・
謀
心
・
時
宜
・
両
通
・
一
紙
・
同
道
・
進
退
・
内
儀
・
万
一
・
先
度
・
簡
要

　
　
　
　
　

 

大
か
い
（
大
概
）・
か
い
分
（
外
分
カ
）・
り
や
く
義
（
略
儀
カ
）・
大
せ
つ
（
大
切
カ
）・
一
か
う
（
一
向
）・
人
し
ゆ

（
人
衆
）・
御
ら
ん
す
（
御
覧
）

三
字
漢
語　

 

ふ
し
き
（
不
思
議
）・
護
摩
堂
・
廿
八
日
・
廿
九
日
・
御
見
参
・
御
か
ん
に
ん
（
堪
忍
）・
御
け
ふ
う
（
家
風
）・
御
し
ん

る
い
（
親
類
）・
御
け
ん
さ
ん
（
見
参
）・
御
き
や
く
し
ん
（
隔
心
カ
）・
御
ゆ
た
ん
（
油
断
）・
御
け
う
め
ひ
（
糾
明
）・

御
ふ
ん
へ
つ
（
分
別
）・
御
は
う
し
（
芳
志
）・
御
ほ
う
こ
う
（
奉
公
）・
御
し
あ
ん
（
思
案
）・
御
た
ん
か
う
（
談
合
）

　
　
　
　
　

御
家
風
・
御
返
事
・
御
祝
儀
・
御
同
意
・
御
内
意
・
御
無
用
・
御
談
合
・
御
同
心
・
御
余
儀

四
字
漢
語　

恐
々
謹
言
・
御
家
風
中

本
庄
房
長
書
状
で
は
、
高
井
道
円
の
漢
語
と
比
べ
る
と
ま
ず
漢
語
の
数
や
種
類
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
高
井
道
円
譲
状
で

は
元
号
や
年
月
日
が
多
か
っ
た
漢
字
書
き
漢
語
は
、「
自
然
・
雑
意
・
本
望
・
謀
心
・
時
宜
・
御
談
合
」
な
ど
日
付
に
関
す
る
語
以
外
も

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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漢
字
仮
名
交
じ
り
漢
語
も
多
く
見
ら
れ
、
特
に
「
御
か
ん
に
ん
（
堪
忍
）・
御
け
ふ
う
（
家
風
）・
御
し
ん
る
い
（
親
類
）」
の
よ
う
な

接
頭
語
「
御
―
」
を
伴
う
語
が
多
い
。
以
上
は
、「
ご
か
ん
に
ん
（
御
堪
忍
）」「
ご
け
ふ
う
（
御
家
風
）」
な
ど
の
よ
う
に
本
稿
で
は
「
ご
」

と
呼
ん
で
、
漢
語
と
し
て
採
録
し
た
。
反
対
に
高
井
道
円
で
は
「
御
―
」
を
伴
う
語
は
少
な
く
、
一
例
の
み
「
御
く
う
し
（
公
事
）」
と

い
う
の
が
あ
っ
た
が
、「
み
く
う
じ
」
と
し
た
た
め
、「
く
う
し
（
公
事
）」
の
部
分
を
漢
語
と
し
て
採
録
し
た
。
本
庄
房
長
書
状
の
よ
う

に
「
ご
」
と
読
む
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

高
井
道
円
で
最
も
多
く
見
ら
れ
た
の
は
二
字
漢
語
だ
っ
た
。
本
庄
房
長
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
が
、
三
字
漢
語
も
多
く
見
ら

れ
た
。
し
か
し
、「
御
家
風
・
御
返
事
・
御
祝
儀
・
御
ほ
う
こ
う
（
奉
公
）・
御
し
あ
ん
（
思
案
）」
と
い
っ
た
「
御
―
」
を
伴
う
語
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
本
庄
房
長
書
状
に
お
い
て
は
こ
の
接
頭
語
「
御
―
」
の
つ
く
漢
語
が
多
く
使
用
さ
れ
る
。

漢
語
に
つ
い
て
は
、
女
性
文
書
の
漢
語
と
の
比
較
な
ど
、
別
稿
で
詳
し
い
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。

三
　
語
法

接
続
の
問
題

本
文
書
群
に
お
い
て
は
、
次
の
1
〜
4
の
よ
う
な
活
用
語
が
本
来
の
接
続
に
お
け
る
活
用
形
と
は
異
な
る
形
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
前
稿）

19
（

で
1
と
3
の
用
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
色
部
氏
文
書
と
三
浦
和
田
氏
文
書
以
外
に
も
こ
の
よ
う
な
例
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
下
で
は
、
前
稿
で
見
ら
れ
た
用
例
も
合
わ
せ
て
、
本
文
書
群
の
男
性
文
書
で
見
ら
れ
る
接
続
の
違
例
に
つ
い

て
述
べ
て
い
く
。

古
文
書
に
こ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福
田
良
輔
氏
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
お
り）

20
（

、
貴
族
政
権
時
代
に
文
字
を
持

た
な
か
っ
た
武
士
の
こ
と
ば
や
、
各
地
方
の
土
着
の
支
配
者
や
地
方
の
人
々
の
こ
と
ば
が
古
文
書
に
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。
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1
　
未
然
形
＋
べ
し

次
の
例
は
下
接
語
が
「
べ
し
」
な
の
で
本
来
は
終
止
形
接
続
だ
が
、
未
然
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
橋

本
四
郎
氏
は
、「
も
と
も
と
終
止
形
に
接
続
し
て
い
た
ベ
シ
・
マ
ジ
が
院
政
期
以
後
、
二
段
活
用
の
動
詞
の
未
然
形
に
接
続
す
る
例
が
現

れ
、
室
町
時
代
に
は
こ
の
形
が
普
通
に
な
り
、
漸
次
こ
の
ま
ゝ
で
定
着
に
向
ふ
や
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

21
（

。
橋
本
氏
の
論
考
で
は

『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
義
経
記
』、『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』、『
天
草
本
平
家
物
語
』
等）

22
（

の
文
献
か
ら
用
例
を
挙
げ
て
あ
る
が
、
本
文
書

群
の
よ
う
な
東
国
地
方
文
書
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
下
、
用
例
を
示
す
が
、
同
一
文
書
に
複
数

あ
る
場
合
は
語
句
の
み
記
載
し
た
。

よ
く
〳
〵
見
分
さ
せ
へ
く
候 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
七
月
十
八
日
カ　

和
与
状
勘
文
）

此
な
の
り
を
も
つ
て
く
ワ
し
く
た
つ
ね
候
て
申
の
ほ
せ
へ
く
候 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
七
月
十
八
日
カ　

和
与
状
勘
文
）

御
公
事
ハ
田
ち
や
う
に
ま
か
せ
て
は
い
ふ
ん
し
て
あ
き
ら
め
へ
し 

（
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
九
月
廿
日　

河
村
秀
継
譲
状
）

こ
と
〳
〵
く
か
ゑ
さ
れ
へ
く
候 

（
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
三
月
廿
日　

千
坂
信
高
書
状
）

か
ゑ
さ
れ
へ
き
・
心
得
ら
れ
へ
く 

（
同
）

定
御
意
に
も
か
け
ら
れ
へ
く
候
へ
と
も 

（
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
カ
八
月
十
九
日　

中
条
朝
資
書
状
）

ミ
な
〳
〵
へ
か
さ
ね
て
状
を
も
ま
い
ら
せ
へ
き
に
て
候
へ 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
カ
十
一
月
十
二
日　

中
条
朝
資
書
状
）

事
わ
け
へ
く
・
か
た
り
い
た
さ
れ
へ
く
・
申
の
ほ
せ
ら
れ
へ
く
・
申
た
て
へ
く
・
く
た
ら
れ
へ
く
・
申
さ
れ
へ
く
・
た
つ
ね
申
さ
れ

へ
く 

（
同
）

然
者
な
わ
つ
き
の
申
事
き
か
せ
ら
れ
へ
く
候 

（
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

卯
月
三
日
）

さ
せ
ら
れ
へ
く
・
か
へ
ら
れ
へ
き
・
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
へ
く 

（
同
）
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2
　
未
然
形
＋
ま
じ

同
じ
く
終
止
形
接
続
の
「
ま
じ
」
に
も
、
次
の
よ
う
な
未
然
形
接
続
の
例
が
見
ら
れ
る
。

た
れ
に
て
も
き
ゝ
わ
け
ら
れ
ま
し
く
候
や 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
カ
十
一
月
十
二
日　

中
条
朝
資
書
状
）

3
　
已
然
形
＋
名
詞

下
接
語
が
名
詞
な
の
で
、
本
来
は
連
体
形
接
続
だ
が
已
然
形
と
な
っ
て
い
る
例
と
し
て
次
が
見
ら
れ
た
。

ま
い
り
候
へ
よ
し
承
候
ハ
ヽ 

（
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
八
日　

本
庄
房
長
書
状
）

申
と
ゝ
け
候
へ
よ
し
承
候 

（
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
卯
月
三
日　

本
庄
房
長
書
状
）

4
　
動
詞
活
用
の
行
の
変
動

以
下
は
、
ヤ
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
こ
ゆ
（
越
）」
が
「
こ
ふ
」
と
い
う
ハ
行
に
転
じ
た
例
で
あ
る
。

こ
ゆ
る
（
越
）↓
こ
ふ
る

東
の
山
ハ
仏
沢
の
水
落
を
極
楽
寺
へ
こ
ふ
る
み
ち
ま
て 

（
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
六
月
十
二
日　

和
田
茂
連
譲
状
案
）

こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
「
オ
ホ
エ
↓
オ
ホ
ヘ
」（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
写
）、「
も
ゆ
る
（
燃
）↓
も
う
る
」（
日

蓮
聖
人
遺
文
、
神
国
王
書
、
建
治
部
）、「
お
ほ
ゆ
る
（
覚
）↓
を
ほ
う
る
」（
日
蓮
聖
人
遺
文
、
兵
衛
志
殿
御
返
事
）
な
ど
が
あ
る）

23
（

。

古
文
書
に
各
地
方
の
土
着
の
支
配
者
や
地
方
の
人
々
の
こ
と
ば
が
反
映
す
る
と
い
う
福
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
接
続
の

問
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
東
国
地
方
文
書
と
し
て
の
本
文
書
群
に
お
け
る
表
記
規
範
が
文
学
作
品
等
に
比
べ
る
と
緩
や
か
な
こ
と
を
示

す
一
端
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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ま
と
め

中
世
越
後
下
越
地
方
に
伝
来
し
た
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
「
中
条
家
文
書
」
の
男
性
文
書
に
つ
い
て
言
語
記
述
を
行
い
、
そ
の
表
記

や
仮
名
遣
い
、
語
法
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
、
中
世
東
国
文
書
と
し
て
の
本
文
書
群
と
、
現
代
新
潟
方
言
を
比
較
し
た
際
に
見
ら
れ
る
言
語
事
象
と
し
て
は
以
下
の
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

現
在
の
新
潟
方
言
で
も
見
ら
れ
る
言
語
事
項　
　

↓　

音
韻
の
交
替
（
i
と
e
、
ウ
・
オ
段
開
拗
音
、
m
音
と
b
音
）

現
在
の
新
潟
方
言
で
は
見
ら
れ
な
い
言
語
事
項　

↓　

非
ウ
音
便
の
優
勢

そ
の
他
、
表
記
の
項
目
で
は
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

促
音
の
表
記
は
、
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
、
無
表
記
と

表
記
が
見
ら
れ
た
後
、
南
北
朝
後
期
頃
に
な
る
と

表
記
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
性
文
書
と
比
較
す
る
と
、
女
性
文
書
で
は
南
北
朝
後
期
や
室
町
期
に
お
い
て
も
無
表
記
や
、

表
記
の
例
し
か

見
ら
れ
な
い
。

助
詞
「
へ
」
や
助
詞
「
を
」
が
ワ
行
の
「
ゑ
」
や
ア
行
の
「
お
」
と
表
記
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
表
記
規
範
か
ら
外
れ
る
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
う
し
て
ミ
ろ
く
た
う
ゑ
き
し
ん
申
た
る
ふ
ん 

（
永
和
（
一
三
七
五
〜
一
三
七
九
）
五
月
十
日　

石
川
道
景
寄
進
状
）

政
秀
か
あ
と
お
な
か
く
ち
き
や
う
す
へ
か
ら
す 

（
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
八
月
十
五
日　

河
村
政
秀
譲
状
案
）

「
い
ふ
（
言
）」
の
表
記
に
「
ゆ
う
」
と
し
た
も
の
が
見
ら
れ
、
当
時
の
発
音
と
の
関
連
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
た
め
て
ふ（

古
反
故
）

る
ほ
く
の
な
か
ニ
い
つ
こ
ろ
ゑ
つ
を
つ
く
る
と
ゆ
う
事
候
哉 

（
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
カ
七
月
十
八
日　

和
与
状
勘
文
）
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こ
の
し
や
う
よ
り
ほ
か
ハ
ゆ
つ
り
し
や
う
と
ゆ
う
と
も
も
ち
い
へ
か
ら
す 

（
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
六
月
十
三
日　

和
田
応
寸
茂
実
譲
状
）

漢
語
は
鎌
倉
中
期
の
高
井
道
円
と
戦
国
中
期
の
本
庄
房
長
の
二
人
の
使
用
漢
語
を
調
査
し
た
。
二
人
を
比
較
す
る
と
、
使
用
さ
れ
る
漢

語
の
数
は
、
時
代
を
下
っ
た
本
庄
房
長
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
漢
語
の
種
類
も
高
井
道
円
は
土
地
の
譲
渡
に
関

す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
本
庄
房
長
は
よ
り
多
く
の
種
類
の
漢
語
語
彙
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
庄
房
長
書
状
で
は
三
字
漢
語
の

数
も
増
加
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
御
祝
儀
」
な
ど
の
よ
う
に
接
頭
語
「
御
|
」
が
つ
く
漢
語
で
あ
っ
た
。

語
法
で
は
接
続
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
助
動
詞
「
べ
し
・
ま
じ
」
に
未
然
形
が
つ
く
例
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た
。

定
御
意
に
も
か
け
ら
れ
へ
く
候
へ
と
も 

（
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
カ
八
月
十
九
日　

中
条
朝
資
書
状
）

た
れ
に
て
も
き
ゝ
わ
け
ら
れ
ま
し
く
候
や 

（
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
カ
十
一
月
十
二
日　

中
条
朝
資
書
状
）

地
方
文
書
に
は
土
着
の
人
々
の
こ
と
ば
が
反
映
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
が
本
文
書
群
に
も
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
表
記
の
規
範
が
中
央
の
文
学
作
品
等
に
比
べ
て
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
端
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
「
中
条
家
文
書
」
と
い
う
中
世
の
越
後
下
越
地
方
文
書
の
よ
う
な
東
国
所
在
文
書
を
分
析
対
象

と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
現
代
の
新
潟
方
言
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
も
東
国
所
在
文
書
と
し
て
の
本
文
書
群
の

分
析
を
進
め
、
東
国
語
、
東
国
文
書
の
言
語
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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注

（
1
） 
た
だ
し
、「
某
書
状
」
の
よ
う
な
男
性
に
よ
る
書
写
か
、
女
性
に
よ
る
書
写
か
不
明
な
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

（
2
） 
新
潟
県
長
岡
市
の
反
町
十
郎
氏
が
蒐
集
し
た
も
の
で
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
（
平
成

十
七
）
に
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
と
な
っ
た
。

（
3
） 

『
越
後
文
書
宝
翰
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
（
文
書
篇
）」（
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年
）、『
新
潟
県
史
資
料
編
（
4
）　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

（
4
） 

『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

（
5
） 

注
3
に
同
じ
。

（
6
） 

『
重
要
文
化
財　

越
後
文
書
宝
翰
集
の
世
界
』
に
記
載
の
地
図
を
も
と
に
関
係
す
る
荘
園
を
示
す
作
図
を
行
っ
た
。

（
7
） 

『
語
文
研
究
』
22
号　

一
九
六
六
年
十
月

（
8
） 

福
田
良
輔
「
方
言
と
古
文
書
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
34
巻
8
号
、
一
九
六
九
年
七
月
）

（
9
） 

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
、
一
九
七
一
年
三
月
）

（
10
） 

正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
和
与
状
勘
文
は
、
文
書
と
し
て
の
年
代
に
疑
問
が
残
る
た
め
、
こ
こ
で
は
（　

）
を
付
し
た
。

（
11
） 

川
野
絵
梨
「
中
世
越
後
女
性
文
書
の
言
語
に
つ
い
て
―「
越
後
文
書
宝
翰
集
」・「
中
条
家
文
書
」
を
中
心
に
―
」（『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
2
8
号
、

新
潟
県
こ
と
ば
の
会
、
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
12
） 

加
藤
正
信
「
11
新
潟
」（
東
条
操
監
修
『
方
言
学
講
座
第
二
巻　

東
部
方
言
』
東
京
堂
、
一
九
六
一
年
）

（
13
） 

迫
野
氏
前
掲
論
文
。

（
14
） 

『
日
本
言
語
地
図
』
第
6
集
第

265
図
「
け
む
り
」。

（
15
） 

米
沢
市
立
図
書
館
蔵
「
色
部
氏
文
書
」
第
二
巻
よ
り
。

（
16
） 

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
第
3
集
第

138
図
「
高
く
て
」。

（
17
） 

注
9
に
同
じ
。

（
18
） 

『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集　

影
印
篇
』（
月
曜
会
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）

（
19
） 

川
野
絵
梨
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て
―
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
を
中
心
に
―
」（『
東
京
女
子
大
学
論
集
』
66
巻
2
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
）

（
20
） 

注
8
に
同
じ
。

（
21
） 

橋
本
四
郎
「
ベ
シ
・
マ
ジ
の
接
続
面
の
混
乱
」（『
国
語
学
』
第
22
集　

一
九
五
五
年
九
月
）

（
22
） 

そ
の
他
に
『
朝
顔
の
露
の
宮
』、『
花
世
の
姫
』、『
ど
ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
』、『
曾
我
物
語
』、『
無
言
抄
』、『
呉
子
私
抄
』、『
唐
糸
草
子
』、『
長
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短
抄
』、『
今
川
大
双
紙
』、『
沙
石
集
』、『
大
上
臈
御
名
之
事
』、『
磯
崎
』、『
近
来
風
躰
抄
』、『
申
樂
談
義
』、『
三
人
法
師
』、『
文
正
草
子
』、『
正

徹
物
語
』、『
天
草
本
伊
曾
保
物
語
』、『
中
華
若
木
抄
』
が
あ
る
。

（
23
） 
注
9
に
同
じ
。

（
東
京
女
子
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
）

キ
ー
ワ
ー
ド

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」、「
中
条
家
文
書
」、
男
性
文
書
、
中
世
東
国
文
書
、
中
世
越
後
地
方
の
言
語


